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◆クッキング………………………………  
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慣
行
の
う
ち
次
の
項
目
に
つ
い

て
調
整
方
針
が
決
定
さ
れ
ま
し
た
。


市
章
、
市
民
憲
章
、
キ
ャ
ッ
チ

フ
レ
ー
ズ
、
市
の
花
・
木
・
鳥
・

歌
は
、
新
市
に
お
い
て
制
定
す

る
。


宣
言
は
新
市
に
お
い
て
調
整
す

る
。


友
好
親
善
提
携
は
現
行
の
ま
ま

新
市
に
引
き
継
ぐ
。

第
3
回
南
郡
熊
野
4
市
町

合
併
協
議
会
報
告

（
平
成
15
年
5
月
19
日
）

議
案
第
10
号
（
新
市
の
名
称

に
つ
い
て
）

　

新
設
合
併
と
の
決
定
が
第
２
回

協
議
会
で
な
さ
れ
た
こ
と
に
よ

り
、
新
市
の
名
称
を
決
め
る
必
要

が
あ
り
ま
す
。
新
市
の
名
称
は
、

公
募
を
行
い
、
協
議
会
に
小
委
員

会
を
設
置
し
て
検
討
す
る
こ
と
が

決
ま
り
ま
し
た
。
今
後
も
継
続
し

て
協
議
が
行
わ
れ
ま
す
。

議
案
第
11
号
（
新
市
の
事
務

所
の
位
置
に
つ
い
て
）

　

地
方
公
共
団
体
は
、
条
例
で
事

務
所
の
位
置
を
決
め
な
け
れ
ば
な

り
ま
せ
ん
。
合
併
後
の
事
務
所
の

位
置
に
つ
い
て
は
、
今
後
継
続
し

議
案
第
12
号
（
地
方
税
の
取

り
扱
い
に
つ
い
て
）

　

住
民
税
・
固
定
資
産
税･
軽
自

動
車
税
・
た
ば
こ
税
な
ど
に
つ
い

て
は
、
税
率
は
現
行
ど
お
り
と
な

り
ま
す
が
、
納
期
や
減
免
に
つ
い

て
は
、
制
度
が
統
一
さ
れ
ま
す
。

議
案
第
13
号
（
条
例
、
規
則

等
の
取
扱
い
に
つ
い
て
）

　

条
例
規
則
等
の
制
定
に
あ
た
っ

て
は
、
事
務
事
業
の
調
整
内
容
に

基
づ
き
次
の
区
分
で
整
備
さ
れ
ま

す
。


合
併
と
同
時
に
即
時
制
定
し
、

施
行
さ
せ
る
も
の


合
併
後
、
一
定
の
地
域
に
暫
定

的
に
施
行
さ
せ
る
必
要
が
あ
る

も
の


合
併
後
、
逐
次
制
定
し
、
施
行

さ
せ
る
も
の

議
案
第
14
号
（
慣
行
の
取
扱

い
に
つ
い
て
）

議
案
第
15
号
（
電
算
シ
ス
テ

ム
事
業
の
取
扱
い
に
つ
い
て
）

　

電
算
シ
ス
テ
ム
の
統
合
に
つ
い

て
協
議
が
行
わ
れ
ま
す
。
庁
舎
の

利
用
方
式
に
は
次
の
よ
う
な
方
法

が
考
え
ら
れ
ま
す
。

管
理
部
門
や
事
務
局
部
門
は
、

１
ヶ
所
に
統
合
す
る
が
、
現
在

の
各
庁
舎
で
の
行
政
機
能
を
そ

の
ま
ま
残
す
方
式

●
本
庁
方
式

新
庁
舎
を
建
設
す
る
か
い
ず
れ

か
の
市
町
庁
舎
を
本
庁
と
し
て

位
置
づ
け
、
機
構
組
織
を
１
ヶ

所
に
集
約
し
、
残
り
の
庁
舎
は

窓
口
的
な
機
能
し
か
持
た
な
い

支
所
、
出
張
所
と
な
る
方
式

●
分
庁
方
式

各
市
町
の
既
存
施
設
を
、行
政

機
能
を
持
た
せ
て
振
り
分
け
て

利
用
す
る
方
式
。た
と
え
ば「
旧

○
○
庁
舎
は
、
総
務･

建
設
部

門
」、　
「
旧
△
△
庁
舎
は
、
福

祉
・
教
育
部
門
」、「
旧
□
□
庁
舎

は
、産
業･

商
工
部
門
」な
ど
。

●
総
合
支
所
方
式

　

こ
の
様
な
方
式
が
想
定
さ
れ
ま

す
が
、
そ
れ
ぞ
れ
メ
リ
ッ
ト･

デ

メ
リ
ッ
ト
が
あ
り
、
継
続
し
て
協

議
検
討
が
行
わ
れ
ま
す
。

南郡熊野４市町合併協議会ホームページ

http.//www.ztv.ne.jp/web/nkgappei/index.shtml

て
は
、
住
民
サ
ー
ビ
ス
の
低
下
を

ま
ね
か
な
い
よ
う
、
可
能
な
限
り

合
併
時
に
統
合
を
図
る
も
の
と
す

る
。

　

次
回
協
議
会
で
は
、「
使
用
料
・

手
数
料
の
取
扱
い
」、「
公
共
的
団

体
等
の
取
扱
い
」、「
補
助
金
・
交

付
金
等
の
取
扱
い
」
及
び
継
続
案

件
が
協
議
さ
れ
る
予
定
で
す
。

†
問
い
合
わ
せ
先
†

総
務
課　

調
整
室


３
│
０
５
０
５

※
ど
ん
な
こ
と
で
も

結
構
で
す
の
で
、

お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。
御
浜
出

前
ト
ー
ク
も
受
付

け
て
お
り
ま
す
。

合
併
通
信

合
併
通
信
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七里御浜大海水プール七里御浜大海水プール
7月20日（日）オープン

今年も阿田和の浜に、でっかい海水プールがやってくるぞ！

みんな誘って泳ぎにいかなきゃ！

　

44
名
も
の
犠
牲
者
を
出
し
た

平
成
13
年
9
月
の
新
宿
歌
舞
伎

町
の
小
規
模
雑
居
ビ
ル
火
災
で

は
、
防
火
管
理
、
避
難
通
路
等
の

防
火
安
全
の
不
備
が
指
摘
さ
れ
、

こ
れ
に
よ
り
消
防
法
が
改
正
さ
れ

ま
し
た
。

　

今
回
は
、
法
改
正
の
中
で
も
、

防
火
対
象
物
定
期
点
検
報
告
制
度

と
消
防
法
施
行
令
の
一
部
改
正
部

分
に
つ
い
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　

こ
の
改
正
に
該
当
す
る
防
火
対

象
物
の
関
係
者
は
報
告
又
は
改
修

が
必
要
と
な
り
ま
す
。

防
火
対
象
物
定
期
点
検
報
告
制
度

　

以
下
に
該
当
す
る
防
火
対
象
物

の
関
係
者
が
防
火
対
象
物
の
防
火

管
理
に
つ
い
て
防
火
対
象
物
点
検

資
格
者
に
よ
り
点
検
を
実
施
し
て

定
期
的
に
報
告
す
る
こ
と

（
平
成
15
年
10
月
１
日
施
行
）

○
点
検
報
告
を
必
要
と
す
る
防
火

　

対
象
物

　

表
１
の
用
途
に
使
わ
れ
て
い
る

部
分
の
あ
る
防
火
対
象
物
で
は
、

表
２
の
条
件
に
応
じ
て
防
火
対
象

物
全
体
で
点
検
報
告
が
義
務
と
な

り
ま
す
。

消
防
署
か
ら
の
お
知
ら
せ

複
合
用
途
防
火
対
象
物
等
に
お
け

る
自
動
火
災
報
知
設
備
の
取
り
扱

い
に
つ
い
て

　

消
防
法
施
行
令
の
一
部
改
正
で

自
動
火
災
報
知
設
備
の
設
置
基
準

が
見
直
さ
れ
ま
し
た
。

（
平
成
15
年
10
月
1
日
施
行
）

　

こ
の
基
準
に
該
当
す
る
場
合
は

自
動
火
災
報
知
設
備
を
設
置
し
な

け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

こ
の
改
正
に
伴
な
い
自
動
火
災

報
知
設
備
の
設
置
対
象
と
な
る
防

火
対
象
物
で
平
成
15
年
10
月
１
日

以
降
に
お
い
て
新
築
さ
れ
る
防
火

対
象
物
に
あ
っ
て
は
竣
工
ま
で
に

設
置
し
、
こ
れ
ま
で
に
あ
る
防
火

対
象
物
又
は
増
築
改
築
等
の
工
事

中
の
防
火
対
象
物
に
あ
っ
て
は
平

成
17
年
10
月
１
日
ま
で
に
自
動
火

災
報
知
設
備
を
設
置
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
こ
と
に
な
り
ま
す
。

〈表１〉

用　　　途

１
①劇場、映画館、演芸場又は観覧場
②公会堂又は集会場

２

①キャバレー、カフェー、ナイトクラブその
他これらに類するもの
②遊技場又はダンスホール
③ファッションマッサージ、テレクラなどの
性風俗営業店舗等

３
①待合、料理店その他これらに類するもの
②飲食店

４ 　百貨店、マーケットその他の物品販売業を
営む店舗又は展示場

５ 　旅館、ホテル、宿泊所その他これらに類す
るもの

６

①病院、診療所又は助産所
②老人福祉施設、有料老人ホーム、精神障害
者社会復帰施設等
③幼稚園、盲学校、聾学校又は養護学校

７ 　公衆浴場のうち、蒸気浴場、熱気浴場その
他これらに類するもの

８ 　複合用途防火対象物のうち、その一部が表１
の１から７に該当する用途に供されているもの

９ 　地下街

〈表２〉

防火対象物全
体の収容人数 点検報告義務の有無

30人未満 点検報告の義務はありま
せん

30人以上
300人未満

次の１及び２の条件に該
当する場合は点検報告が
義務となります。
１．特定用途（表の１か
ら７に該当する用途）
が３階以上の階又は地
階に存するもの

２．階段が１つのもの（屋
上に設けられた階段等
であれば免除）

300人以上 すべて点検報告の義務が
あります

　

複
合
用
途
防
火
対
象
物
延
面

積
が
３
０
０

以
上
の
も
の

で
、
特
定
用
途
部
分
が
存
す
る

部
分
が
避
難
階
以
外
の
階
で
避

難
階
以
外
の
階
か
ら
避
難
階
又

は
地
上
に
直
通
す
る
階
段
が
２

以
上
設
け
ら
れ
て
い
な
い
も
の

（
屋
外
に
階
段
が
あ
る
場
合
は

１
階
段
で
も
自
火
報
は
設
置
し

な
く
て
良
い
）

●
問
い
合
わ
せ　
　
　
　
　
　
　
　

 

熊
野
市
消
防
本
部
予
防
課
予
防
係

 


０
５
９
７
│
８
９
│
０
９
９
４
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離り

農の
う

あ
り　

就
農
も
あ
る　

里
の
春 

石
橋　

寛
朝

燕つ
ば
め

来
て　

生
ま
れ
し
家
に　

巣
を
つ
く
る 

榎
本　

孤
星

花
吹
雪　

戦
火
を
知
ら
ぬ　

子こ

等ら

に
舞
ふ 

 

榎
本　

楢
代

虎い
た
ど
り杖

の　

ほ
ろ
酸す

っ
ぱ
さ
や　

郷さ
と

の
も
の 

 

榎
本　

宣
子

た
ら
の
芽
を　

採
り
し
苦
労
の　

値
札
か
な 

大
平　
　

昭

道
聞
け
ば　

郷さ
と

人び
と

や
さ
し　

豆
の
花 

川
本　

素
秋

幾
十
の　

列
に
入
れ
ぬ　

余
り
苗 

杉
目　

黄
渓

行ゆ
く

春は
る

や　

江
戸
城
天
守　

台
に
立
つ 

須
崎
久
美
子

花
に
さ
す　

支て
柱
を
奪
い
た
り　

伊い

も
勢
芋
の
つ
る 

須
崎　

行
雄

空
を
見
て　

温
度
計
見
て　

種
を
蒔
く 

中
村　

幸
子

暗
闇
の　

ジ
ャ
ス
ミ
ン
の
香か

に　

佇
た
た
ず

め
り 

仁
井
田
御
浜
児

茫ぼ
う
ぼ
う々
と　

降
り
み
降
ら
ず
み　

春
の
雨 

桧
作　

豊
子

一
滴
の　

目
薬
寒
し　

卯う

月げ
つ

か
な 

平
嶋　

美
和

春
の
波　

燈
台
橋
の　

海
渡
る 

福
井　

松
翠

山さ
ん
も
ん門

の　

藤
棚
ゆ
れ
て　

作さ

務む

衣い

の
僧 

堀　
　

一
秀

長ち
ょ
う
じ
ゅ
ま
ゆ

寿
眉　

桜
吹
雪
の　

中
に
佇た

つ 

向
井　

春
羊

平
和
乞こ

ふ　

戦
さ
の
国
の　

黄こ
う
さ砂
降
る 

山
本　

要
子

掛か

ヶ
軸じ

く

の　

虎
が
睨に

ら

む
よ　

春は
る
ご
た
つ

炬
燵 

和
田
真
沙
恵

　

児
童
福
祉
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
が
本
年
11
月
29

日
に
施
行
さ
れ
、
保
育
士
資
格
の
法
定
化
が
図
ら
れ
る
こ
と

か
ら
、
現
在
保
育
士
と
し
て
業
務
を
行
っ
て
い
る
方
は
、
都

道
府
県
知
事
か
ら
新
た
に
交
付
さ
れ
る
保
育
士
証
が
必
要
と

な
り
ま
す
。

　

ま
た
、現
在
保
育
士
と
し
て
業
務
を
行
っ
て
い
な
い
方
は
、

必
ず
し
も
登
録
の
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、（
※
登
録
を
し

な
く
て
も
資
格
が
無
く
な
る
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
）
今
後

保
育
士
と
し
て
業
務
を
行
う
場
合
、
業
務
に
就
く
前
ま
で
に

登
録
を
し
て
お
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

●
登
録
方
法
な
ど

〔
登
録
先
〕

指
定
保
育
士
養
成
施
設
卒
業
者
…
…
申
請
時
点
の
住
所
地

の
都
道
府
県
知
事　

保
育
士
試
験
合
格
者
…
…
合
格
地
の
都
道
府
県
知
事

〔
申
請
先
〕　

登
録
事
務
処
理
セ
ン
タ
ー

〔
登
録
申
請
時
の
提
出
書
類
〕

・
保
育
士
登
録
申
請
書

・
保
育
士
資
格
証
明
書
も
し
く
は
一
部
科
目
合
格
証
明
書

　
（
全
科
目
分
）

・
郵
便
振
替
払
込
受
付
証
明
書

※
婚
姻
等
に
よ
り
氏
名
が
保
育
士
資
格
証
明
書
と
異
な
る
方

は
、戸
籍
抄
本
又
は
戸
籍
一
部
事
項
証
明
書
も
必
要
で
す
。

〔
登
録
手
数
料
〕　

４
、
２
０
０
円

〔
申
請
方
法
〕

　

登
録
事
務
処
理
セ
ン
タ
ー
も
し
く
は
役
場
福
祉
保
健
課
で

必
要
書
類
及
び
「
登
録
の
手
引
き
」
を
入
手
い
た
だ
き
、
記

載
方
法
に
従
い
書
類
を
作
成
し
、
専
用
封
筒
で
登
録
事
務
処

理
セ
ン
タ
ー
ま
で
郵
送
し
て
く
だ
さ
い
。

†
問
い
合
わ
せ
先
†

登
録
事
務
処
理
セ
ン
タ
ー

０
１
２
０
│
０
４
１
│
９
４
３

役
場　

福
祉
保
健
課　

 　


３
│
０
５
１
５
（
担
当　

下
）

保
育
士
の
登
録
手
続
き
に
つ
い
て

平
成
十
五
年
度
御
浜
町
春
季
俳
句
大
会
作
品
集

街頭献血及び
骨髄バンク
ドナー登録受付
【日　時】
７月 31日（木）
　午前 10時～ 11時 30分
　午後 12時 30分～４時
【場　所】
ジャスコ熊野店　正面玄関前駐車場
【内　容】
　献血いただいた方には花火等の粗
品を贈呈し、セレモニー（松原神楽
保存会による太鼓演奏予定）を 10

時から行います。

※なお、骨髄バンクドナー登録の受
　付けも行います。

†問い合わせ先†
　紀南県民局保健福祉部
　　　　　　　　衛生指導グループ
 　　０５９７‐８５‐４１０２
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チャレンジ・ザ・キャンプ
参 加 者 募 集

七里御浜クリーン作戦

【日　　時】

　７月６日（日）午前６時 30分から約１時間
　小雨決行
　〔大雨の場合は、７月 13日（日）に延期〕
【集合場所】

　尾呂志地区･･･ピネ前駐車場
　阿田和地区･･･ピネ前駐車場又は阿田和バス停
　山 地 地 区･･･山地バス停
　市 木 地 区･･･萩内クラブ、市木川川尻又は
　　　　　　　 向井地バス停
　神志山地区･･･神志山駅前
【そ の 他】

　・軍手とごみ袋は集合場所にて配布します。
　・清掃終了後、粗品とジュースをお渡しします。

†問い合わせ先†　　　建設課　３－０５３１

講  座  名 日　　時 場　所 対　　象 参  加  費 持 ち 物

浴衣着つけ教室
〔定員 30 名〕

７月３日（木）・８日（火）
午後７時30分～９時30分 中央公民館 一　般 無　料

着物、帯（半幅）、
コーリンベルト、
腰紐（２～３本）

古典文
ぶんがく

楽教室
〔定員 30 名〕

７月 23日（水）～
毎月第２・４水曜日
午後７時～８時 30分

中央公民館 一　般 無　料

尾呂志盆踊り
教　室

７月 25日（金）
午後７時～８時 30分 尾呂志公民館 子ども～一般 無　料

水中運動教室
７月 28日（月）・30 日（水）・
８月１日（金）・４日（月）・
６日（水）午後６時～７時

七里御浜
大海水プール
（阿田和ピネ前）

中高年の方 １回 100 円
（保険料）

水着、バスタオ
ル、水泳帽、
（ゴーグル）

★町内在住・在勤の方ならどなたでも参加できます。奮ってご参加ください★

†申し込み・問い合わせ先†　教育委員会生涯学習係　わがら元気塾事務局　３－０５２６

わがら元気塾  自主講座（7月分）わがら元気塾  自主講座（7月分）

【日　　時】７月 27日（日）～８月１日（金）

【場　　所】熊野の海や川

【内　　容】ロングキャンプに挑戦。魚を追いか

けたり川遊びなど自然やアドベンチャー体験を

満喫。ゆったりと宿泊をしながら、本物の野外

生活を体験しよう。

【主 催 者】熊野少年自然の家

【対　　象】小学５年生から中学生まで４０名

【参 加 費】８，０００円

【募集期間】７月３日から

【申込方法】電話、ファックス、E－ mailで直

接自然の家までお申し込みください。

†問い合わせ先†　

熊野少年自然の家

TEL 0 5 9 7 - 8 9 - 3 3 4 0

FAX 0 5 9 7 - 8 9 - 3 3 8 7

E‐mail：kumasyo@pref.mie.jp
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7
月
は
、固
定
資
産
税
第
２
期
の
納
期
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。納
期

限
ま
で
に
忘
れ
ず
に
納
め
ま
し
ょ
う
。

　

ま
た
、納
税
は
便
利
で
確
実
な
口
座
振
替
を
ど
う
ぞ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

納
期
限
7
月
31
日（
木
）

保　険　と　税

　

60
歳
に
な
る
ま
で
国
民
年
金

の
保
険
料
を
納
め
る
と
、
老
齢
基

礎
年
金
を
受
け
と
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。
老
齢
基
礎
年
金
は
原
則
と

し
て
65
歳
か
ら
受
け
ら
れ
ま
す
。

●
年
金
を
受
け
る
た
め
に
は
・
・
・

国
民
年
金
保
険
料
を
納
め
た
期

間
（
保
険
料
免
除
期
間
、
第
３
号

被
保
険
者
期
間
等
を
含
む
）
が
原

則
と
し
て
25
年
以
上
必
要
で
す
。

し
か
し
加
入
し
て
い
て
も
保
険
料

を
納
め
な
か
っ
た
（
未
納
）
期
間

は
の
ぞ
か
れ
ま
す
。

●
年
金
額
は
・
・
・

20
歳
か
ら
60
歳
に
な
る
ま
で
（
加

入
可
能
年
数
40
年
）
を
す
べ
て

納
め
て
満
額
（
年
額
）
７
９
７
，

０
０
０
円
受
給
で
き
ま
す
。

注 

年
金
は
自
動
的
に
支
給
さ
れ
ま

せ
ん
。
必
ず
請
求
し
て
く
だ
さ
い
。

※詳しくは、税務署へお尋ねください！†問い合わせ先†尾 鷲 税 務 署０５９７－２２－２２２２

納期は、平成15年７月１日（火）～７月31日（木）までです。お忘れなく！

　前年に一定の所得があった場合、税務署で前年の所得などを基にして計算した予定納税額を納めていただくことに
なっています。しかし、平成15年６月30日現在の状況で、平成15年分の年間所得や所得控除などを見積もって計算した
税額が、税務署から通知された予定納税基準額よりも少なくなると見込まれる場合は、予定納税額の減額を申請する
ことができます。
○減額申請の手続・・・平成15年７月15日（火）までに「予定納税額の減額申請書」を税務署に提出してください。

◇保険料を支払ったとき

　生命保険や個人年金保険の保険料を支払うと、「生命保険料控除」として、また、火災保険等の損害保険の保険料を支
払うと「損害保険料控除」として、所得税や住民税を計算するときに一定額が所得金額から控除されます。

◇保険料を受け取ったとき

　生命保険金を受け取る場合、その保険金が死亡に基づくものか、満期によるものか、また、保険料の負担者は誰なの
かなどによって課税方法が異なります。損害保険金を受け取る場合も、保険料の負担者や支払原因によって課税方法
が異なってきますが、保険を掛けていた人が建物の焼失や身体の傷害・疾病を原因として受け取る保険金には、原則と
して課税されません。
※事業用資産等の損害に対して受け取る保険金については、取扱いが異なります。

◇配当金を受け取ったとき

　契約期間中に受け取る配当金は、支払保険料から控除し課税されませんが、保険金と一緒に受け取る配当金は一時
所得として課税対象になります。また、相続税、贈与税が課税されるような場合には、配当金は保険金の額に含めて課
税対象になります。

税
務
住
民
課
か
ら
の
お
知
ら
せ

所得税の予定納税（第１期分）

●
保
険
料
は
・
・
・

月
額
１
３
，
３
０
０
円
、
付
加

保
険
料
（
希
望
者
の
み
）
月
額

４
０
０
円
で
す
。
社
会
保
険
事
務

所
か
ら
送
付
さ
れ
る
納
付
書
で
、

銀
行
、
農
協
、
郵
便
局
の
窓
口
で

納
め
て
く
だ
さ
い
。
役
場
の
窓
口

で
は
納
付
で
き
ま
せ
ん
。

口
座
振
替
で
納
付
を
！

　

電
気
や
電
話
料
金
な
ど
の
自
動

振
替
と
同
じ
よ
う
に
、
保
険
料
も

指
定
さ
れ
た
預
金
口
座
か
ら
自
動

的
に
振
替
納
付
す
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。
申
込
用
紙
は
、
銀
行
、
農

協
、
郵
便
局
の
窓
口
で
用
意
し
て

い
ま
す
。
納
付
書
と
預
金
通
帳
、

印
鑑
を
お
持
ち
に
な
っ
て
、
お
申

し
込
み
く
だ
さ
い
。

保
険
料
を
し
っ
か
り
納
め
て
、
年
を
と
っ
た
ら

「
老
齢
基
礎
年
金
」
を
受
け
と
り
ま
し
ょ
う
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季
節

　
カ
レ
ン
ダ
ー

7月

No.271

歯を大切に

　

昔
は
「
年
を
と
っ
た
ら
歯
が
ぬ
け
る
の
は
仕

方
な
い
」
と
思
わ
れ
て
い
ま
し
た
。

　

し
か
し
現
在
で
は
、
人
の
歯
は
き
ち
ん
と
使

え
ば
４
０
０
〜
５
０
０
年
は
持
つ
も
の
だ
と
い

う
こ
と
が
わ
か
っ
て
い
ま
す
。

　

で
は
、
歯
は
な
ぜ
抜
け
る
の
で
し
ょ
う
。
そ

れ
に
は
、歯
周
病
が
大
き
く
関
わ
っ
て
い
ま
す
。

◎
歯
周
病
と
は
・
・
・

　

歯
と
歯
ぐ
き
の
境
目
に
歯し

こ
う垢
を
た
め
る
こ
と

に
よ
っ
て
、
歯
ぐ
き
に
炎
症
を
起
こ
さ
せ
（
歯

肉
炎
）、
歯
垢
が
た
ま
り
や
す
い
溝
（
歯
周
ポ

ケ
ッ
ト
）
を
作
り
、
そ
の
溝
が
深
ま
る
に
つ
れ

歯
を
支
え
て
い
る
骨
ま
で
と
か
し
、
歯
が
抜
け

落
ち
て
し
ま
う
こ
と
で
す
。
ま
た
、
歯
周
病
の

怖
い
と
こ
ろ
は
、
ほ
と
ん
ど
自
覚
症
状
の
な
い

ま
ま
進
行
し
て
い
く
と
こ
ろ
で
す
。

　

例
え
ば
、
虫
歯
な
ら
進
行
過
程
で
「
痛
み
」

が
起
こ
り
、
歯
科
医
を
受
診
す
る
も
の
で
す
。

と
こ
ろ
が
歯
周
病
の
場
合
は
痛
み
も
な
く
、
生

活
に
不
自
由
も
な
い
た
め
、
そ
の
ま
ま
見
過
ご

し
て
し
ま
い
ま
す
。

　

よ
っ
て
、
歯
ぐ
き
か
ら
う
み
が
出

る
、
歯
が
グ
ラ
グ
ラ
す
る
な
ど
、
は
っ

き
り
と
し
た
自
覚
症
状
が
出
る
頃
に
は

か
な
り
悪
化
し
て
い
る
こ
と
が
多
い
の

で
す
。

〜
歯
周
病
チ
ェ
ッ
ク
〜

こ
ん
な
症
状
は
あ
り
ま
せ
ん
か
？

□ 

歯
ぐ
き
が
ピ
ン
ク
で
は
な
く
赤
色

を
し
て
い
る

□ 

歯
ぐ
き
が
は
れ
て
い
る

□ 

歯
ぐ
き
か
ら
血
が
出
る
こ
と
が
あ

る

□ 
唾
液
が
ネ
バ
ネ
バ
し
て
い
る

□ 

歯
が
う
く
感
じ
が
し
た
り
、
む
ず

む
ず
す
る

□ 

歯
が
長
く
な
っ
た
気
が
す
る

□ 

口
臭
が
あ
る

□ 

硬
い
も
の
が
か
み
に
く
く
な
っ
た

□ 

歯
ぐ
き
を
押
す
と
う
み
が
出
る
こ

と
が
あ
る

□ 

歯
が
グ
ラ
グ
ラ
す
る

　

こ
の
様
な
症
状
が
一
つ
で
も
あ
り
ま

し
た
ら
、
歯
周
病
の
可
能
性
が
高
い
た

め
、歯
科
医
に
相
談
し
て
み
ま
し
ょ
う
。

◎
ブ
ラ
ッ
シ
ン
グ
の
コ
ツ

　

歯
の
病
気
は
、
虫
歯
に
し
て
も
歯
周

病
に
し
て
も
、
歯
に
つ
い
た
歯
垢
か
ら

アロエ

毎日の歯磨きで

虫歯、歯周病を予防しましょう虫歯、歯周病を予防しましょう

起
こ
り
ま
す
。
つ
ま
り
、
こ
の
歯
垢
を
い
か
に

落
と
す
か
が
、病
気
予
防
の
カ
ギ
と
い
え
ま
す
。

こ
れ
を
機
会
に
、
歯
磨
き
方
法
を
見
直
し
て
み

ま
し
ょ
う
。

POINT
歯ブラシは強くおしつけない。
（毛先がねないように）
歯みがき粉を使う場合はごく
少量にする。

　

別
名
「
医
者
い
ら
ず
」
と
呼
ば

れ
、
整
腸
作
用
、
健
胃
効
果
等
で

用
い
ら
れ
て
き
ま
し
た
。
そ
の
他

入
浴
剤
代
わ
り
に
用
い
て
も
よ
い

よ
う
で
す
。

　

ア
ロ
エ
が
血
管
を
拡
張
さ
せ
る

こ
と
で
血
液
循
環
を
高
め
、
手
足

の
先
ま
で
温
め
ま
す
。
ま
た
、
保

湿
効
果
も
あ
り
肌
を
す
べ
す
べ
に

す
る
そ
う
で
す
。

　

方
法
は
、
ア
ロ
エ
の
生
葉
を
す

り
お
ろ
し
、
ガ
ー
ゼ
な
ど
布
の
袋

に
入
れ
て
湯
ぶ
ね
に
浮
か
べ
る
だ

け
で
す
。

　

夏
場
の
冷
房
冷
え
を
と
る
た
め

に
、
一
度
試
し
て
み
て
は
い
か
が

で
し
ょ
う
か
。
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このコーナーは、
　　身近な情報を
　　　　皆さんにお伝えする

コーナーです

役場本庁での窓口証明業務（戸籍・住民票・印鑑証明のみ）は

  午後６時15分まで受付しています。（月～金）

県保険医協会
　朝９時から翌朝９時まで24時

間、同内容のテープが流れます。

（祝日は前日のテープ）

　毎月内容が変更されます。

０
（津局）

５９-223-1
い
1
い
1
医
4
師

月

火

水

木
金
土
日
不眠症について

頑固な夏風邪の予防
（冷房・蚊取り器など）

鼻血が出たとき

わきがで困るあなた

スポーツと咬
か

み合わせ

7月のテーマ

健康情報テレホンサービス

（フリーダイヤル）

０１２０-141154

　

水
稲
作
付
田
で
３
割
以
上
の
被

害
が
あ
る
と
思
わ
れ
る
方
は
、
す

ぐ
に
地
区
の
損
害
評
価
員
（
ま
た

浄
化
槽
を
設
置
さ
れ
て

い
る
皆
さ
ん
へ

　

現
在
、
三
重
県
水
質
保
全
協
会

の
検
査
員
に
よ
る
、
浄
化
槽
法
定

検
査
を
実
施
し
て
お
り
ま
す
。
浄

化
槽
法
で
は
、
法
定
検
査
、
保
守

点
検
、
清
掃
の
３
つ
を
実
施
す
る

こ
と
が
義
務
付
け
ら
れ
て
い
ま

す
。
法
定
検
査
は
水
漏
れ
や
破
損

状
況
等
を
調
べ
る
外
見
検
査
、
水

素
イ
オ
ン
濃
度
（
ｐ
ｈ
）
や
透
視

度
、
残
留
塩
素
等
に
つ
い
て
調
べ

る
水
質
検
査
、
保
守
点
検
、
清
掃

が
法
律
に
基
づ
く
技
術
上
の
基
準

に
従
っ
て
法
定
回
数
の
実
施
が
さ

れ
て
い
る
か
の
書
類
検
査
で
す
。

　

保
守
点
検
は
槽
内
の
装
置
や
付

属
の
機
器
を
点
検
し
た
り
、
汚
泥

（
微
生
物
）
の
管
理
を
し
て
浄
化

槽
を
正
常
な
状
態
で
使
用
す
る
た

め
に
行
い
ま
す
。

　

清
掃
は
浄
化
槽
内
に
た
ま
っ
た

汚
泥
等
の
引
き
出
し
、
調
整
及
び

機
器
類
の
洗
浄
、
掃
除
等
の
作
業

を
行
い
ま
す
。

　

身
近
な
汚
水
処
理
施
設
で
あ
る

浄
化
槽
を
正
し
く
維
持
管
理
す
る

こ
と
は
、
公
共
水
域
の
保
全
や
美

し
い
自
然
を
守
る
た
め
に
、
欠
か

す
事
の
出
来
な
い
も
の
で
す
の

で
、
ご
理
解
を
頂
き
ま
し
て
必
ず

受
検
し
て
下
さ
い
。

†
問
い
合
わ
せ
先
†

生
活
環
境
課　

環
境
係


３
│
０
５
１
３
（
担
当  

岡
本
）

水
稲
共
済
加
入
の
皆
さ
ん
へ

○
特
別
給
付
金
の
最
終
償
還
を
終

え
た
戦
没
者
等
の
妻
及
び
父
母

等
に
改
め
て
特
別
給
付
金
が
支

給
さ
れ
ま
す
。

○
第
17
回
特
別
給
付
金「
い
号
」国

債
を
受
け
ら
れ
た
戦
没
者
等
の

妻
に
、額
面
２
０
０
万
円
の
特

別
給
付
金
が
支
給
さ
れ
ま
す
。

○
第
19
回
特
別
給
付
金「
い
号
」国

債
を
受
け
ら
れ
た
戦
没
者
の
父

母
等
に
、額
面
１
０
０
万
円
の

特
別
給
付
金
が
支
給
さ
れ
ま

す
。

○
請
求
期
限
は
、平
成
18
年
３
月

31
日
ま
で
で
す
。

†
問
い
合
わ
せ
先
†

福
祉
保
健
課　

福
祉
係


３
│
０
５
１
５（
担
当　

山
本
）

戦
没
者
等
の
妻
及
び

父
母
等
の
皆
さ
ま
へ

〜
特
別
給
付
金
が

継
続
支
給
さ
れ
ま
す
〜

は
東
紀
州
農
業
共
済
事
務
組
合
）

に
連
絡
を
取
っ
て
、
野
帳
を
作
成

し
、
被
害
田
に
「
被
害
表
示
の
立

札
」
を
立
て
て
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
本
年
も
「
農
薬
購
入
助

成
券
」
の
は
が
き
を
発
行
し
ま
し

た
の
で
、
記
載
の
農
協
で
ご
利
用

く
だ
さ
い
。（
８
月
末
日
ま
で
有

効
）

　

な
お
、
水
稲
共
済
掛
金
の
納
入

期
限
は
８
月
８
日
（
金
）
で
す
。

期
限
内
に
納
付
し
て
く
だ
さ
い
。

†
問
い
合
わ
せ
先
†

東
紀
州
農
業
共
済
事
務
組
合


０
５
９
７
│
８
５
│
３
８
２
１

【
期　

間
】
平
成
15
年
７
月
〜
平

成
16
年
３
月

【
対
象
者
】
国
民
健
康
保
険
加
入

者
で
、
35
歳
以
上
の
方
（
納
期

限
到
来
ま
で
の
国
民
健
康
保
険
税

完
納
者
と
し
ま
す
）

【
募
集
人
員
】
50
人

【
助
成
金
額
】
３
０
，
０
０
０
円

を
限
度
と
し
て
助
成
（
検
診
費
用

か
ら
定
額
５
，
０
０
０
円
を
控
除

し
た
額
）

【
申
込
受
付
期
間
】
平
成
15
年
７

月
〜
募
集
人
員
に
達
す
る
ま
で

脳
ド
ッ
グ
受
診
希
望
者
募
集

（
費
用
の
一
部
を
助
成
し
ま
す
）

（
医
療
機
関
へ
の
予
約
の
関
係
が

あ
り
ま
す
の
で
早
め
に
お
申
し
込

み
く
だ
さ
い
。）

※
受
診
の
方
法
、医
療
機
関
等
詳
し

く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

†
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先
†

税
務
住
民
課　

く
ら
し
と
相
談
係


３
│
０
５
１
２（
担
当　

南
）
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手
に
ド
ア
を
開
け
る
こ
と
が
で
き

る
。

　

外
へ
出
か
け
る
と
き
は
、シ
ン

シ
ア
は「
介
助
犬
・
か
い
じ
ょ
け

ん
」
と
か
か
れ
た
ハ
ー
ネ
ス（
胴

輪
）を
つ
け
る
。お
仕
事
を
し
て
い

ま
す
、と
い
う
し
る
し
だ
。

　

シ
ン
ち
ゃ
ん
は
私
の
顔
を
見
あ

げ
、車
い
す
の
横
に
ぴ
っ
た
り
と

寄
り
そ
う
ん
だ
。ず
う
〜
っ
と
昔

か
ら
、父
と
娘
だ
っ
た
よ
う
な
気

が
す
る
よ
。　
　

 <

本
文
よ
り>

介助犬シンシア
の物語

 寺田　操 著

新刊案内

in
fo
rm
a
tio
n

c
o
rn
e
r

町図書館だより 新書のお知らせ
　

車
い
す
の
生
活
は
、そ
れ
は
大

変
な
ん
だ
。転
ん
だ
ら
ひ
と
り
で

は
起
き
ら
れ
な
い
し
、手
に
力
が

入
ら
な
い
の
で
、よ
く
落
と
し
物

を
す
る
。そ
ん
な
と
き
、シ
ン
シ
ア

に
何
か
取
っ
て
く
れ
る
よ
う
に
頼

む
ん
だ
。

　

介
助
犬
へ
の
指
示
は
英
語
を
使

っ
て
い
る
ん
だ
よ
。英
語
の
ほ
う

が
、簡
単
で
覚
え
や
す
い
か
ら
ね
。

　

だ
か
ら
、私
た
ち
夫
婦
は
パ
パ
、

マ
マ
と
呼
び
あ
う
よ
う
に
な
っ
た
。

シ
ン
シ
ア
は
、シ
ン
ち
ゃ
ん
だ
。

　

シ
ン
シ
ア
は
、お
て
ん
ば
な
娘

だ
。外
で
遊
ぶ
の
が
と
て
も
好
き
。

「
散
歩
に
い
き
た
い
よ
」と
、窓
の

外
を
し
き
り
に
見
て
い
る
。そ
ん

な
と
き
、「
テ
イ
ク
、靴
」（
靴
を
取

っ
て
）
と
、
シ
ン
シ
ア
の
目
を
見

て
、呼
び
か
け
る
。ス
キ
ッ
プ
す
る

よ
う
に
か
け
て
き
た
シ
ン
シ
ア

は
、「
お
出
か
け
す
る
の
だ
」と
、靴

を
口
に
く
わ
え
て
、私
に
渡
す
。結

び
つ
け
た
ひ
も
を
引
っ
ぱ
り
、上

スーパーボディを読む

 伊藤　昇　著

陰陽師・太極ノ巻 夢枕　獏　著

住居環境用語辞典 木村　建一　著

孫悟空 千葉　幹夫　著

（中央公民館）

　

三
重
県
長
寿
社
会
推
進
セ
ン
タ

ー
で
は
、高
齢
者
の
方
々
が
仲
間

づ
く
り
の
輪
を
広
げ
な
が
ら
新
し

い
知
識
を
身
に
付
け
、生
き
が
い

を
も
っ
て
積
極
的
に
社
会
参
加
を

し
て
い
た
だ
く「
み
え
長
寿
社
会

大
学
」を
開
校
し
て
お
り
ま
す
。

【
受
講
期
間
】

平
成
15
年
10
月
〜
平
成
16
年
９
月

（
年
間
40
日
１
０
０
時
間
程
度
）

【
受
講
会
場
】四
日
市
教
室
・
津
教

室
・
亀
山
教
室
・
伊
勢
教
室

【
入
学
資
格
】
県
内
在
住
の
60
歳

以
上
で
健
康
で
学
習
意
欲
が
あ

55
周
年
を
迎
え
た

検
察
審
査
会

　

今
年
は
検
察
審
査
会
法
が
施
行

さ
れ
て
55
周
年
に
当
た
り
ま
す
。

交
通
事
故
な
ど
の
被
害
に
あ
っ
た

の
に
、
検
察
官
が
事
故
の
加
害
者

を
裁
判
に
か
け
て
く
れ
な
い
（
不

起
訴
処
分
）。
こ
の
よ
う
な
場
合

に
、
そ
の
不
起
訴
処
分
の
よ
し
あ

③
土
地
利
用
、
都
市
施
設
の
整
備

及
び
市
街
地
開
発
事
業
に
関
す

る
主
要
な
都
市
計
画
の
決
定
の

方
針

【
現
在
の
策
定
状
況
】

　

上
記
①
の
素
案
を
作
成
し
ま
し

た
の
で
、
次
の
場
所
に
お
い
て
閲

覧
を
行
い
ま
す
。

▼
役
場
建
設
課
、
紀
南
県
民
局
企

　

画
調
整
部
、
左
記
ホ
ー
ム
ペ
ー

　

ジ
【
ご
意
見
募
集
期
間
】

７
月
14
日
〜
８
月
13
日
ま
で

†
ご
意
見
・
問
い
合
わ
せ
先
†

三
重
県 

県
土
整
備
部

 　
　
　

都
市
基
盤
チ
ー
ム


０
５
９
│
２
２
４
│
２
７
１
８

U
R

L

　

h
ttp

:
/
/
w

w
w

.p
r
e
f.

m
ie

.jp
/
to

s
h
ik

i/
h
p
/
to

k
e
i/

i

n
d
e
x
.h

tm

り
、地
域
活
動
へ
積
極
的
に
参
加

し
よ
う
と
考
え
て
い
る
人

【
募
集
期
間
】７
月
１
日
〜
31
日

【
入
学
金
】１
万
円

【
授
業
料
】
無
料（
た
だ
し
、
教
材

費
、交
通
費
等
は
自
己
負
担
）

†
問
い
合
わ
せ
先
†

福
祉
保
健
課　

福
祉
係


３
│
０
５
１
５（
担
当 

崎
久
保
）

し
を
審
査
す
る
、
そ
れ
が
検
察
審

査
会
制
度
で
す
。
詳
し
く
は
、
熊

野
検
察
審
査
会
事
務
局
（

０
５

９
７
│
８
５
│
２
１
４
５
）
ま
で

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

み
え
長
寿
社
会
大
学　

第
13
期
生
募
集

国
家
公
務
員（
Ⅲ
種
・
税
務
）

採
用
試
験

　

県
に
お
い
て
、
三
重
県
都
市
マ

ス
タ
ー
プ
ラ
ン
（
熊
野
圏
域
）
の

素
案
を
作
成
し
ま
し
た
の
で
、
こ

れ
を
公
開
す
る
と
と
も
に
、
ご
意

見
の
募
集
を
行
い
ま
す
。

【
プ
ラ
ン
に
定
め
る
主
な
事
項
】

①
都
市
計
画
の
目
標

②
区
域
区
分
（
線
引
き
）
の
決
定

の
有
無
及
び
当
該
区
域
区
分
を

定
め
る
と
き
は
そ
の
方
針

三
重
県
都
市
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン

（
熊
野
圏
域
）
素
案
の
閲
覧

【
受
験
資
格
】

昭
和
58
年
４
月
２
日
〜
昭
和
61

年
４
月
１
日
生
ま
れ
の
方

【
受
験
申
込
受
付
期
間
】

平
成
15
年
７
月
１
日
（
火
）
〜

７
月
８
日
（
火
）

【
試
験
日
程
】

　

○
一
次
試
験

：

９
月
７
日

　

○
二
次
試
験

：

10
月
16
日
か
ら

　
　

23
日
の
間
の
１
日

※
願
書
請
求
等
詳
し
く
は
左
記
ま

　

で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

†
問
い
合
わ
せ
・
申
し
込
み
先
†

人
事
院
中
部
事
務
局


０
５
２
│
９
６
１
│
６
８
３
８
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尾呂志学園中学校

『自ら考え、判断し、行動できる子どもを育てる』

教育目標

●生徒数 （Ｈ15.6.1日現在）

１年 6人

２年 　7人

３年 　11人

計 24 人

尾呂志学園中学校は、今年１月新校舎が竣工され、併

設の小学校とともに新たな歩みを開始しました。新しい

校舎は木がふんだんに使われ、太陽光発電や雨水利用設

備、校内 LANが設置され、バリアフリー化されています。

また、コミュニティールーム、多目的ホール、体育館兼

文化ホールなど、開かれた学校・地域との連携のための

施設ともなっております。

今回は、地域とのつながりを示す活動を紹介します。

５月、除草作業と肥料
やりを行いました。平成 10 年から、地域の休耕田を

お借りして菖蒲園をつくっており、

６月には地域の方も招いて『菖蒲を

愛でる会』を開催しています。今年

は、俳句インストラクターの講師の

先生から俳句についての講義を受け

たあと、花菖蒲を呼んだ句と自由句

の２作品をつくりました。俳句には

地域の方からも投句していただきま

した。作品は、係の生徒が読み上げ

たあとボードに掲示し、みんなで鑑

賞しながら、それぞれがよいと思う

句を投票しました。

菖蒲を鑑賞し、俳
句をつくりました。
（菖蒲を愛でる会）

小中学生みんなでいっ
せいに田植え作業を行
いました。（今年）

昨年より総合学習のひとつ

として、地域の方の指導・協

力を受けながら米づくりを始

めました。育苗から代
し ろ か

掻き、

田植え、除草作業、稲刈り、

精米と地域の方々の指導を受

けながらひととおりこなしま

した。収穫した米は運動会で

折に地域の方に販売し、子ど

もたちの活動の補助としまし

た。また、１年間の取り組み

をホームページにし、文化祭

では一人一人地域の方の前で

発表しました。

菖蒲園づくり

米づくり

一列に並んでの除草作業です。
昔ながらの草とり機も体験しま
した。（昨年度）

秋の一日、なれぬ鎌を使っ
て、たわわに実った稲を刈
り取りました。（昨年度）
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向こう側向こう側

6/8

テリーフォックスラン
　　　　　来　庁

5/21

熊野古道（馬越峠）
ウォーキング教室

教育委員会主催「わがら元気塾」の一講座。

今回は海山町と尾鷲市を結ぶ馬越峠を歩き

ました。

ところどころでは講師の先生（語りべ）が馬越
峠にまつわるエピソードを話してくれました。

新緑の木々、いにしえの石畳、
古き時代の熊野詣がしのばれます。

がん撲滅を目指して走る一団が、今年も

御浜にやってきました。

役場での休息もつかの間、
最終目的地松阪へ向けまた
出発！

集まった募金が、町長から手渡されました。
「がんの研究に役立てて下さい。」
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クローズ
- UP・みは

まち
ょう
の

あなたのページ

　総務課

身近な話題を

　お寄せください

　　　　行政係

鵜殿署 メ
ー
ル
ボ
ッ
ク
ス

メ
ー
ル
ボ
ッ
ク
ス

鵜殿署夏
の
交
通
安
全
県
民
運
動

【
期
間
】

７
月
11
日
（
金
）
〜
20
日
（
日
）

【
重
点
目
標
】

○
高
齢
者
・
子
ど
も
の
交
通
事
故

　

防
止

○
飲
酒
運
転
の
追
放

【
交
通
事
故
防
止
に
向
け
て
】

　

三
重
県
内
で
は
、
高
齢
者
が
当

事
者
と
な
る
交
通
事
故
や
、
飲
酒

運
転
、
ス
ピ
ー
ド
の
出
し
す
ぎ
な

ど
に
よ
る
死
亡
事
故
が
多
発
し
て

お
り
、
南
牟
婁
郡
管
内
で
も
、
高

齢
者
の
事
故
が
年
々
増
加
し
て
い

ま
す
。

　

ま
た
、
子
ど
も
が
犠
牲
と
な
る

痛
ま
し
い
事
故
も
後
を
絶
ち
ま
せ

ん
。

　

家
庭
、
地
域
や
職
場
な
ど
で
重

点
目
標
を
中
心
と
し
た
呼
び
か
け

を
行
い
、
住
民
の
皆
さ
ん
の
手
で

交
通
事
故
を
無
く
し
て
い
き
ま
し

ょ
う
。

平成15年春の叙勲平成15年春の叙勲

榎本長二榎本長二氏氏・土井正弘・土井正弘氏氏
勲五等勲五等瑞瑞

ずいずい

宝宝
ほうほう

章章
しょうしょう

　受章　受章

被
害
者
相
談
窓
口
の
ご
案
内

　

三
重
県
警
で
は
、「
被
害
者
相
談

窓
口
」
を
開
設
し
て
様
々
な
支
援

活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。
ひ
と
り

で
悩
ま
ず
、
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

†
問
い
合
わ
せ
先
†

鵜
殿
警
察
署　

警
務
課

 


０
７
３
５
‐
３
３
‐
０
１
１
０

　

毎
年
、
春
と
秋
に
発
表
さ
れ
る
叙
勲
。
こ
れ
は
、
国
家
ま
た
は
公

共
に
対
し
功
労
の
あ
っ
た
方
を
国
が
た
た
え
授
与
す
る
、
明
治
時
代

か
ら
１
２
０
年
以
上
の
伝
統
を
持
つ
国
の
栄
典
の
１
つ
で
す
。

　

町
内
で
は
、
榎
本
長
二
氏
が
地
方
自
治
の
分
野
で
、
土
井
正
弘
氏

が
郵
政
事
業
の
分
野
で
、
そ
れ
ぞ
れ
勲
五
等
瑞
宝
章
を
受
章
さ
れ
ま

し
た
。

郵
政
事
業
功
労
勲
五
等
瑞
宝
章

土
井　

正
弘
氏
（
上
野
）

　

土
井
氏
は
、
昭
和
34
年
10
月
、

尾
呂
志
郵
便
局
員
を
拝
命
。
同

40
年
、同
局
局
長
に
就
任
。
以
来
、

平
成
９
年
６
月
に
退
職
す
る
ま

で
、
数
多
く
の
要
職
を
掛
け
持
ち

な
が
ら
郵
政
事
業
の
発
達
に
尽
力

さ
れ
ま
し
た
。

　

特
定
郵
便
局
長
業
務
推
進
連
絡

会
三
重
南
部
会
長
、
同
東
海
副
会

長
と
し
て
海
外
視
察
研
修
に
も
数

多
く
出
か
け
、
業
務
に
も
活
か
さ

れ
ま
し
た
。

地
方
自
治
功
労
勲
五
等
瑞
宝
章

榎
本　

長
二
氏
（
阿
田
和
）

　

榎
本
氏
は
、
昭
和
45
年
御
浜

町
議
会
議
員
に
初
当
選
し
、
連
続

８
期
31
年
の
長
き
に
わ
た
り
町

の
発
展
と
地
方
自
治
の
進
展
に
多

大
な
功
績
を
残
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、「
孤
星
」
の
俳
号
で
俳

句
も
た
し
な
ん
で
お
ら
れ
、
そ
の

関
係
で
、
昭
和
60
年
の
御
浜
町

文
化
協
会
設
立
に
も
貢
献
さ
れ
ま

し
た
。
現
在
は
同
協
会
の
会
員
と

し
て
活
躍
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

6
月
15
日
（
日
）
に
は
阿
田

和
公
民
館
で
受
章
祝
賀
会
が
開
催

さ
れ
、
各
界
か
ら
多
数
の
方
が
お

祝
い
に
駆
け
つ
け
ま
し
た
。

相談窓口の名称 相談電話番号等 相　　談　　日

警察総合相談電話 ０５９-２２４-９１１０
♯９１１０（全国共通）

午前９時～午後５時
（祝祭日を除く月～金）

いじめ１１０番 ０１２０-４１７８６７

女性被害相談電話 ０１２０-７２８７４０

国際事犯相談電話 ０５９-２２３-２０３０

暴力相談電話 ０５９-２２８-８７０４ 午前８時３０分～午後５時
（祝祭日を除く月～金）
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（平成15年４月１日～30日届出分）

PLAY  BACK  TOPICS

５月のできごと

南牟婁郡
スポーツフェスティバル

　５月 25日（日）、「南牟婁郡スポーツフェスティ
バル」が開催されました。全 13種目のうち 11種
目の競技が、南郡の各会場で繰り広げられました
（剣道、寿野球については日を改めて開催）。
　どんよりとした曇り空の日でしたが、子どもか
ら高齢者の方まで、合計 868人もの人がさわやか
な汗を流しました。

   神志山  



   阿田和  



和田　拓
ひろと

到く
ん

善行さ
ん・佳子さ

ん 

山下　修
しゅう

斗
と
く
ん

幸人さ
ん・恵美さ

ん 

辻本　奈
な

美
み
ちゃん

英樹さ
ん・江里さ

ん 

和田　伯
はく

躍
やく

く
ん

勇紀さ
ん・幸世さ

ん 

古畑　謡
うたい

ちゃん

浩行さ
ん・明子さ

ん 

佐藤　光
ひかる

く
ん

洋太郎さ
ん・敏子さ

ん 

中楠　慎
しん

之
の

介
すけ

く
ん

博紀さ
ん・愛子さ

ん 

   市　木  


ネ
ッ
ト
際
の
激
し
い
攻
防
！

（
ソ
フ
ト
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
）

国
道
３
１
１
号
に

バ
ス
が
運
行
さ
れ
ま
す

　

７
月
19
日
（
土
）
か
ら
新
た
な
バ

ス
路
線
が
運
行
さ
れ
ま
す
。
紀
和
町
、

御
浜
町
、
熊
野
市
の
協
同
で
、
国
道

３
１
１
号
を
利
用
し
た
路
線
で
す
。

瀞
流
荘
を
起
終
点
に
、
川
瀬
、
阪
本
、

上
市
木
、
神
木
、
金
山
、
熊
野
市
駅

を
経
て
、
木
本
高
校
ま
で
で
す
。

　

こ
の
バ
ス
路
線
は
、
三
重
県
と
市

町
村
で
組
織
す
る
熊
野
生
活
創
造
圏

ビ
ジ
ョ
ン
の
中
の
、
交
通
ア
ク
セ
ス

推
進
部
会
が
企
画
し
て
お
り
、
平
成

17
年
３
月
ま
で
の
実
験
運
行
と
な

っ
て
い
ま
す
。
１
日
４
往
復
、
毎
日

運
行
し
、
熊
野
古
道
を
歩
く
人
に
も

便
利
で
す
。

　

あ
わ
せ
て
、
８
月
１
日
（
火
）
か

ら
、
さ
ぎ
り
の
里
コ
ー
ス
、
み
ょ
う

け
ん
山
コ
ー
ス
の
自
主
運
行
バ
ス
も

一
部
変
更
に
な
り
ま
す
。

　

ま
た
、
６
枚
綴
り
で
５
枚
分
の
料

金
の
お
得
な
回
数
券
も
用
意
し
て
い

ま
す
。
瀞
流
荘
の
温
泉
入
浴
券
付
も

あ
り
ま
す
。
是
非
、ご
利
用
く
だ
さ
い
。

　

今
月
号
の
広
報
に
簡
単
な
時
刻
表

を
、
来
月
号
に
は
、
町
内
全
体
の
自

主
運
行
バ
ス
の
時
刻
表
を
折
り
込
み

ま
す
の
で
、
ご
活
用
下
さ
い
。

　

詳
し
く
は
、
企
画
振
興
課
（ 



３
│
０
５
０
７
）
ま
で
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

集
中
し
て
ゲ
ー
ト
を
ね
ら
い
ま
す

（
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
）

7月1日は「国民安全の日」
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表紙 のことば

お
買
い
物
は　
　
　
　
　
　
　
　

ぜ
ひ
町
内
の
お
店
を　
　
　
　
　
　

ご
利
用
下
さ
い
ネ
。

編集／総務課行政係

発行／御浜町役場…〒5195292 三重県南牟婁郡御浜町大字阿田和6120-1 �05979 � 0505 FAX � 3502 

URL　http://www.ztv.ne.jp/mihama

No 411

今月の主な内容
◆合併通信・消防署からのお知らせ …… � ～ �◆保育士登録手続・俳句・イベント …… � ～ �◆税務署・年金・保健だより …………… � ～ �◆お知らせ・新刊案内 …………………… � ～ �◆学校紹介・ファインダー ……………… � ～ �◆ふれあい交差点・赤ちゃん …………… � ～ �◆クッキング………………………………  �

平成１５年７月１日発行

　梅雨の雨空が続く６月中
旬、阿田和保育園では、夕
涼み会にむけて「タマちゃ
ん音頭」の練習が行われて
いました。
　外で遊べない子どもたち
は、あり余った元気を発散
させるべく、おおはしゃぎ
で身体を動かしていまし
た。
　７月５日の本番が楽しみ
だね！

Photo　阿田和保育園にて

タマち
ゃん音

頭

まちの
風物詩

6月１日現在　人口 10,261人（－3人） 男4，805人　女5，456人　世帯数4，298戸

年中 のとれる町この広報紙は再生紙を使用しています

い
季
節
が
や
っ
て
き
ま
し
た
。

あ
ち
こ
ち
で
見
か
け
た
ア
ジ

サ
イ
の
花
が
茶
色
く
朽
ち
て
い
く

様
が
、夏
の
到
来
を
感
じ
さ
せ
ま

す
。▼
こ
の
季
節
に
な
る
と
、海
の

青
さ
が
一
層
深
く
感
じ
ら
れ
ま
す
。

ま
た
、強
い
陽
射
し
に
照
ら
さ
れ
て

キ
ラ
キ
ラ
輝
く
水
面
は
、そ
の
美
し

さ
を
引
き
立
て
ま
す
。▼
日
本
の
渚

百
選
に
も
選
ば
れ
て
い
る
七
里
御

浜
海
岸
。そ
れ
な
の
に
、浜
が
汚
れ

て
い
て
は
そ
の
価
値
も
台
無
し
に

な
っ
て
し
ま
い
ま
す
よ
ね
。▼
７
月

は「
海
の
月
間
」で
す
。６
日
に
は
、

七
里
御
浜
ク
リ
ー
ン
作
戦
も
実
施

さ
れ
ま
す
。き
れ
い
な
海
岸
を
守
る

た
め
、町
民
の
み
な
さ
ん
も
た
く
さ

ん
参
加
し
て
く
だ
さ
い
ね
。美
し
い

七
里
御
浜
を
ず
っ
と
残
し
て
い
く

た
め
に･･･

。

暑

【
日 
時
】

７
月
31
日 

午
前
10
時
〜
午
後
５
時

８
月
１
日 
午
前
10
時
〜
午
後
４
時

【
場 

所
】

県
立
み
え
こ
ど
も
の
城
（
松
阪
市

立
野
町　

中
部
台
運
動
公
園
内
）

※
他
、四
日
市
会
場
も
あ
り
ま
す
。

【
内 

容
】
三
重
県
科
学
技
術
振
興

セ
ン
タ
ー
各
研
究
部
の
研
究
員

が
、
子
ど
も
達
に
科
学
の
面
白
さ

を
伝
え
る
た
め
、
い
ろ
い
ろ
な
体

験
教
室
を
行
い
ま
す
。

【
参
加
費
】
無
料

†
問
い
合
わ
せ
先
†

三
重
県
科
学
技
術
振
興
セ
ン
タ
ー

総
合
研
究
企
画
部

研
究
評
価
グ
ル
ー
プ


０
５
９
３
│
２
９
│
３
６
２
３

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

http://w
w

w
.m

pstpc.pref.m
ie.jp/

子
ど
も科

学
体
験
教
室

炊 き 合 わ せ

高齢者向けサテライト料理教室

材　料（4人分）

冷凍サトイモ ８個

　　砂糖 １６ｇ

　　しょう油 １８㏄

　　だし汁　　　　

ほんぽろ巻き ４本

こんにゃく １/ ４丁

にんじん ８０ｇ

絹さや ２０ｇ

　　砂糖 ４ｇ

　　薄口しょう油 ８㏄

　　酒 ８㏄

　　みりん ８㏄

　　だし汁

（１） 冷凍サトイモは凍ったまま入れ、Aで汁がなくなるまで煮る。

（２） こんにゃくは塩でもんでさっと熱湯をかけて一口大に切る。

 にんじんは１個付けの乱切りにする。

（３） （２）の材料とほんぽろ巻きを Bで煮る。

（４） 絹さやはさっと色よく茹でる。

（５） 盛り付けはサトイモを枕にして最後に絹さやを添える。

　『広報みはま』は、御浜町
公式ホームページでも掲載
しています。バックナンバ
ーも取り揃えておりますの
で、是非ご覧ください。
◇御浜町ホームページアドレス◇
http://www.town.mihama.mie.jp/

Ｂ

Ａ


